
───────────────────────────────────────────────────────── 

○議長（土屋清武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

                               （午前１１時０５分） 

───────────────────────────────────────────────────────── 

         ◇  渡 辺 文 彦 君 

○議長（土屋清武君） 一般質問を続けます。 

 通告順位２番、渡辺文彦君。 

         （３番  渡辺文彦君 登壇） 

○３番（渡辺文彦君） 通告に従いまして、壇上より一般質問を申し上げます。 

  この度の私の質問は、第５次総合計画後期計画についてであります。平成30年度から34年度

分にあたります。この計画は、前期計画５年の成果及び課題を検証し、今後の５年間の行政施

策を示し、町の将来像を展望するものであります。 

  社会情勢はめまぐるしく変化しており、状況の変化に対応した対応が求められております。

それに対応するものがこの後期計画であります。 

  私の質問は、この後期計画が町の示す将来像に希望が得られるものであるかを確認すること

であります。この計画は多岐に渡るもので、限られた時間内で全てを検証することはできるも

のではありません。 

  そこで、特に基本計画の第１節、観光振興、第２節、農林漁業の振興の分野において質問を

したいと思います。 

  町のあり方を考える時、町の産業政策は大きなウエイトを持つと考えるからであります。具

体的には、農業振興の進め方及び道の駅パーク構想についてでありますが、詳細については、

通告書で示したとおりでございます。 

  私の壇上からの一般質問はこれで終わりにします。 

（町長 長嶋精一君 登壇） 

○町長（長嶋精一君） 渡辺議員の質問でございます。一つは、第５次総合計画後期基本計画に

ついてでございますが、その１、平成28年３月に策定された「まち・ひと・しごと創生総合戦

略」との整合性はどのように保たれているのかという質問でございます。 

  松崎町第５次総合計画後期基本計画は、総合計画委員会での協議、町内団体とのヒヤリング、

町民への意見募集を行い、このほど策定しました。後期基本計画では、産業振興・医療福祉・

防災分野において特に力を入れていくこととし、具体的な重点取組施策を上げました。 



策定時期のずれから、平成28年３月に策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と完全

に整合が図られているとは言い切れませんが、いずれの計画も人口減少対策や活性化対策など

重点的な施策・事業をとりまとめたものであり方向性のズレはないと思っております。 

  第５次総合計画基本計画のその２でございます。前期計画に対して、後期計画で特に見直し

を必要とするところはどこか。また、それはどのように改善されているかという質問でござい

ます。 

  私は、前期の総合計画を見た時に、抽象的で町民の皆さんには非常に分かりにくいのではな

いかと思いました。このため、後期基本計画ではスローガンの羅列ではなくて町民の皆さんに

分かりやすく具体的な重点取組施策を上げ、特に産業振興及び医療福祉分野、防災分野におい

て力を入れていくことといたしました。 

また、後期基本計画では評価・検証・改善を行うＰＤＣＡを明確に計画書にうたい、町民の

皆さんに公表することとともに町政懇談会を行うことといたしました。このような情報公開を

行うことが、町民の皆さんが行政に関心を持つことにつながるものであり、「町民満足度の高

い町」を目指すうえで極めて重要なことであると考えております。 

  次の質問でございます。基本計画の「農林漁業の振興」について。(１)農業の振興の主な取

り組みに農地の集積化を推進するとあるが、どのように取り組むのかについてでございます。 

  農業者の高齢化が進み、耕作を続けることが困難な農地が増え続ける現状を踏まえ、農地を

集積し農業の効率化を図ることにより、農地の拡大を希望する後継者や新規就農者などの担い

手の確保につながっていくと考えます。 

集積化については、県営中山間事業において鮎川地区や船田小山地区の基盤整備により、農

地の集積及び農道・用排水路を整備することを計画変更で取り入れる見込みとなっておりま

す。また、中間管理機構による農地集積事業の活用により総合的な生産基盤の整備を図りたい

と思います。 

また、平成29年度に農業委員、農地利用最適化推進委員で勉強会を行い、松崎町農業振興ビ

ジョンが完成します。農業振興ビジョンの中でも、担い手の確保、農地集積が優先課題として

位置づけられており、地元に密着した農業委員、農地利用最適化推進委員が中心となって、耕

作者などの相談相手となり、地域にあった集積・営農を推進してまいります。 

  次に、基本計画の「農林漁業の振興」についての(２)であります。桜葉の生産体制の強化を

図るとあるが、今までもそれなりの対応がなされてきたはずだが、実績が上がっていない現状

に対し、優先的に取り組まなければならない対応は何かという質問でございます。 



  現在、桜葉振興会では、町の補助金を活用し、ほ場の補植用の苗木を栽培して会員に配布し、

生産量の確保を図っています。また、昨年度は、国の過疎地域等自立活性化推進事業交付金を

活用し、料理コンテストやホームページ・パンフレットの作成などにより「桜葉生産日本一の

松崎町」を知ってもらう事業を主として行いました。今年度については、農薬登録に向けた残

留農薬の検査や薬効調査・害虫予察などを実施し、薬効調査については、来年度も引き続き行

う予定となっています。 

現状として桜葉は、需要はありますが供給が追い付いていない状況でありまして、生産者の

高齢化による担い手不足や耕作面積の減少等の原因も考えられますが、まずはこれら生産体制

の現状を正確に把握する必要があります。 

具体的には、新年度に桜葉振興部門を新設し、さらに地域おこし協力隊を活用して作付面積

や出荷量、生産者の所得状況や出荷・販売ルートなど現状を把握し、その上で、病害虫発生に

係る防除マニュアルの作成などによる効率的な生産活動や品質の向上、さらに、苗木や担い手

の確保の検討など生産体制の強化を図っていきたいと考えております。 

  ３つ目の質問でございます。重点施策に「道の駅パーク構想」が取り上げられているが、事

業の完成はいつになるのか。また、予算はどのくらいを見積もっているかという質問でござい

ます。 

  第５次総合計画後期基本計画の重点取組施策にあげた道の駅及び旧依田邸の整備活用につ

きましては、道の駅花の三聖苑と旧依田邸を中心ににぎわいを創出し、交流人口を拡大するこ

とで町の活性化を図ることを目的としているものでございます。このことを具現化するために

産業関係者、地元関係者、まちづくり団体、ＮＰＯ、金融機関などで構成する道の駅パーク構

想基本計画策定委員会を設置し協議検討を重ね、このほど基本計画を策定しました。 

事業実施につきましては、平成30年度から32年度の３か年計画で、事業費については農林水

産物、加工品直売所や温泉施設、駐車場の整備、既存施設の改修などで約２億9000万円を予定

しています。財源としては国県の補助及び過疎債を活用し、一般財源は1500万円ほどを見込ん

でおります。 

私からの回答は以上でございます。 

○３番（渡辺文彦君） 一問一答でお願いいたします。 

○議長（土屋清武君） 許可します。 

○３番（渡辺文彦君） まず、総合戦略との絡みでちょっとお伺いしたいんですけれども、総合

戦略は２年ほど前に作られているわけですけれども、その時、作られた時に、毎年度評価をし



て公表するということになっていると思うわけですけれども、まず、それがなされているのか

どうか、まずお聞きしたいと思うんですけれども・・。 

○企画観光課長（髙橋良延君） 総合戦略につきましては、その評価、検証を日本で最も美しい

村推進委員会という組織がございます。こちらは町内のあらゆる産業とか、関係者とか、そう

いった委員に参画していただいて構成している委員会ですけれども、その委員会に置いて毎年

度この総合戦略の検証、評価等を公表しているところでございます。 

○３番（渡辺文彦君） 私は、この美しい村の委員になっているわけですけれども、一度も招集

がかかった覚えがございません。この検証が本当にされたのかどうかがまず疑問符なわけであ

りまして、そこで整合性を図るといわれているこの総合計画の信ぴょう性を疑わざるを得ない

わけです。 

○企画観光課長（髙橋良延君） 昨年３月末に美しい村推進委員会を開催いたしまして、そこで

評価、検証、委員の皆様に公表いたしたところでございます。毎年度これをやることになって

おりますので、また本年度においても、年度末において計画をしているところでございます。 

○３番（渡辺文彦君） わかりました。一応総合戦略は、政策的には人口社会増を目指す、人口

減少対策ですよね、基本的には。 

  自然減・・、地域で子どもを増やそうということよりも外から人を連れてこようという戦略

であるわけですけれども、そういう中で、総合戦略なり総合計画が基本的におそらく策定され

ているわけですね。そういう計画の中の大きなポイントを占めるのが、おそらく町の基幹産業

が観光であるということで、観光客、いわゆる交流人口の拡大ということが大きな施策の一つ

になるのかと考えます。 

  その中で、先ほどいろいろ町の施設の状況を考えると、人が減っているという状況があるわ

けですね。そういう中で、新たにこの計画が作られているんですけれども、この計画自体が本

当にそういう方向性に向いているのかというのが正直かなり疑問符なんですね。おそらくこの

計画はそんなに・・、ぼくが思うには・・、町長は具体的にしたという話をされてはいるんで

すけれども、あまり以前と変わっていない。ただ新たに付け加えられたのが桜葉に対すること

と、道の駅パーク構想の部分、依田邸と花の三聖苑に係る部分くらいかなと、あとは福祉に対

する充実が図られているのかなとは思うわけですけれども、ただ福祉はいくら向上しても交流

人口はそんなに拡大しないと思うんですね。 

  子育て支援を多く・・、子育て支援に力を入れてよそから子どもを育てる世帯が移住してき

たという例は各地にあるわけですけれども、松崎にいたってはまだそういうことはおきていな



いと思います。そう考えると、やっぱりそういう方たちが入って来られるような施策があるの

かどうかということなんですよ。 

  先ほどから聞いている限りは、町がずっとこれから一生懸命やって、町がうんとこれから人

が増えてくるようなイメージが得られるわけですけれども、なかなかそういう実態がないのか

なというのがぼくの印象なんですね。その辺で、この計画性は飛躍した言い方すればですけど、

絵に描いた餅になっているんじゃないかなというそんなイメージはあるわけですけれども、そ

の辺で、町長はこれだけは絶対やっていきたいということを述べられているわけですけれど

も、その辺に対して後期計画の見直しでどのように重点的にされたかということがポイントに

なってくるわけですけれども、おそらく町長の答弁だと抽象性が具体性になったくらいかなと

いうイメージを受けているわけですけれども、そういう把握で問題ないわけですかね。ちょっ

とその辺を確認・・、まず確認をさせていただきたいと思います。 

○町長（長嶋精一君） 私は、絵に描いた餅だとは全く思いません。渡辺議員はどうやったら社

会増ができると思いますか。答えてください。 

○３番（渡辺文彦君） ぼくは基本的には前の議会、前町長の時にも言ったんですけれども、社

会増は基本的には無理だと思います。地域で人の取り合いをやっても基本的にはそれは成り立

たないと考えています。 

  ぼくは人を増やすんじゃなくて、いまいる人たちが・・、町長の考え方、この辺は一致する

と思うんですけれども、いまいる方たちがより豊かになった地域、豊かになる地域を目指すべ

きだと思います。人口が減っていってもその中で地域の方々が安心して豊かに暮らせる地域を

目指すべきだと思います。ただその到達点である人口のバランスがどこにあるかは、私はまだ

正確にわかりません。 

  ただ、市町の一番効率的な人口規模はどんかいかと言われたら、20万だそうです。20万が一

番行財政の経費を住民とのサービスとのバランスが取れるのは20万規模だとある本でぼくは

見ました。それを考えると、我われの町は非常にちょっと難しいのかなとは思っていますので、

正直言って、いま町のバランスがどこに取れるかは、正直言って、私は回答できません。 

  ただ、いま生業をされている方たちの生活をより豊かにするべき政策は、具体的に打つべき

だと思っています。それだけは申し上げておきます。 

○町長（長嶋精一君） いま渡辺議員が話されたことそのものですけれども、私は、その人口何

10万人のところが適正であるとかなんとかという議論には全く与しないでありまして、いまい

る人たちがいかに幸せになるかということを重点的に考えれば、それはいま渡辺議員が話をし



たことと一致するわけでありますね。 

  したがって、私は、富士山に登るのはいろんな御殿場口も富士宮口もありますけれども、富

士山に登るということは一致しているわけです。その経路というものは違うかもしれませんけ

れども、そんなには違いがないと、私は子育て支援の増額をいたしましたけれども、先ほど申

しましたとおり、それによって人口が増えるということは全く考えておりません。 

  いまある人たちが幸せになる、子どもさんたちが生まれて喜ぶということ、これが非常に大

切ではないかと思います。 

  昔と比較してだんだん、だんだん個の世界になっておりまして、お年寄りとの結びつき、近

所との結びつきというものが非常に薄れた時代になっておりますので、私がやっている施策と

いうのは、極力昔に戻るということじゃなくて、人間性を回復していきたいと、優しさとか、

そういったものを大事にしていきたいなと思っております。 

  そういうことを、私のやりたいことが抽象的だと思われるとやることがなくなってしまいま

す。私は何と言われようとも考えていることを実行していきたいと思っております。 

○３番（渡辺文彦君） 町長が今度提案された総合計画で町長の意気込みはそれなりに読み取れ

るわけですけれども、ただ問題は構想そのもののあり方ですよね。先ほどの交流人口に対して

も町の魅力を発信する、情報発信力を強めたいみたいなことを言っているわけですけれども、

それは、今に始まったことじゃないわけです。ずっとそういうことが語られてきているわけで

す。 

  いま地方へ人を呼び込むのに一番大切な視点は何かといったら、絶対量が増えてこないの

で、リピーターを増やすということが基本的な戦略になるだろうということは、ブランド戦略

の中でよく言われているわけですけれども、いま町の施設とかに対してお客さんがまた行って

みたい、また遊びに行きたいというものがあるかどうかなんですね。その辺がないまま、今の

まま情報を発信してもおそらくお客さんは増えてこないと思うわけです。 

  そういう意味で、必ず町の魅力を発信すればとかと表現がされるわけですけれども、町に本

当に人を惹きつける魅力が開発されていない、発掘されていないのが現状かなとぼくは思うわ

けですね。その辺に対してどのように認識されますか。 

○企画観光課長（髙橋良延君） 渡辺議員のおっしゃることも一つだと思います。やはりリピー

ターを増やすということは一つの大きな戦略としてあるかと思います。そういった中で、松崎

が決してリピーターのお客さんが低いとは思っておりません。 

  例えば・・、これは一観光施設に限ったことでございますけれども、例えばまつざき荘をみ



ましても約50パーセントはリピーターのお客さんであります。 

  石部のあの棚田のオーナーさんが毎年更新をしてオーナーになるわけです。これも７割がリ

ピーターでございます。そういったほかの松崎をまち歩き・・、松崎の街並みが好きだという

方でリピートしているお客さんも多いかと思います。 

  松崎町にはそういった魅力が本当に多いところだと思いますので、それをただ思うんじゃな

くて、そこをどういった発信を・・、それは発信の方法もいろいろありますので、これをして

いくのかというようなことであります。今になって、遅いということもありますけれども、こ

れは地道にやはりやっていくことであると思っています。 

  これはちょっと余談になりますけれども、昨年12月にテレビ番組、全国放送のテレビ番組を

やりまして、伊豆市の土肥から松崎町まで、この特集をやりました。西伊豆特集ということで。

これは全国に放送されました。その中でランキングというのがあって、そのランキングの20

ある中で、松崎町が一番多く入っているんですよ。素材として。 

  ですから、テレビで取り上げられる素材としてもやはり松崎町はそういったことがあるなと

いうことを改めて感じたところでございます。 

  その中には、長八美術館が取り上げられたり、重要文化財の岩科学校あるいは石部の棚田も

そうです。そういったことで町外からのそういった松崎にある素材というのはかなり評価され

ていると感じています。 

○３番（渡辺文彦君） ちょっと交流人口の件に関してもうちょっとだけ話をしたいんですけれ

ども、いま松崎は魅力はそれなりにあるからお客さんはみえられているというお話ですけれど

も、ただぼくはこの交流人口を考える時に問題にしなければならないのは、数の問題ではない

んですね。いくらここに100万人来ようが、200万人来ようが、お金が全然落ちていないで、た

だごみだけ置かれていったら何の意味もないわけですよ。やっぱりこの町にいかによそから来

た方がお金を落としてくれるかということがおそらく交流人口を求めるところの一番大きな

目的だと思うわけです。ただ人を集めるだけではないと思うわけですね。ところが、町の中に

そのお金が落ちるような状況がない。それを民間が努力していないからだと言われてしまえば

それまでなのかもしれないんですけれども、その辺に対するフォローをもっと町が積極的にや

っていく必要がいまあるのではないかなとぼくは思うわけですけれども、その辺はどうお考え

でしょうか。 

○企画観光課長（髙橋良延君） 当然観光客、域外からのお金を持ってきて、そこで町内で消費

してもらってということで、そこでお金を循環させるということで、当然そこは交流人口の増



加というのは、そういった効果があるかと思います。そういった中で、一つ具体的には今度こ

の後やるかと思いますけれども、道の駅の再整備というのがあるわけです。ここは大きな目的

としては、やはり交流人口の拡大という目的がありますけれども、それとともに松崎の皆さん

の収入の増加、いわゆる所得を増やしたいという目的も一方ではあるわけでございますので、

観光客の皆さんにお金を落としてもらって、なおかつ町民の皆さんの懐にお金が入るというよ

うな、そういったことで一つ道の駅の今後の整備は考えているということでございます。 

○３番（渡辺文彦君） いま道の駅の話で、ちょっと飛ばして４番目に、先にここで話しをさせ

ていただいてよろしいでしょうか。 

  ４番目にちょっと飛びまして、パーク構想のところについてちょっとお話を伺いたいと思う

わけですけれども、一応ぼくの質問は、完成時期とか予算について伺っているわけですけれど

も、それ以外に、ここに細かく書いたらきりがないもので、大まかにこういうふうな形に提案

させていただいているわけですけれども、いま言った・・、今後町はこの道の駅の整備に関し

ては、今年はあれですかね。500万円位ですか。整備計画ですかね。道の駅に関しては。設計

ですね。それをまず確認したいんですけれども、ある程度の図面が示されているんですけれど

も、それを新たにまた実施設計をされるというのは、どのようなことをまずイメージされてい

るのか。 

○企画観光課長（髙橋良延君） 今回お示しした基本計画というのは、あれはあくまでもイメー

ジ図という形でございます。詳細な設計ではございません。 

  今回30年度に設計予算で盛るのは、正式に直売所の実施、どういった建物で、実際に中をど

ういうふうにしていくかというような具体的な設計、あとは、駐車場を今回大幅に変えますの

で、そういったところの駐車場のレイアウト等々を具体的に設計を満たすものでございます。 

○３番（渡辺文彦君） 道の駅に関しては、将来的な縦貫自動車道の整備も含めてという形で検

討していきたいと・・、またオリンピックも見据えて交流人口が増えることも見越すことで整

備を進めたいということもあるかとは思うんですけれども、この辺に関して、ぼくはやっぱ

り・・、前も全員協議会の時にお話があったと思うんですけれども、縦貫道ができて、下田か

ら来たお客さんが道の駅を使う・・、松崎下田線ですか、そこを通って道の駅に来る理由があ

るとすれば、やっぱりそこには特別な人を惹きつけることがなければ、おそらく無理なんだろ

う。多くのお客さんは南に行って海岸線を通って松崎のその橋を渡って、中川方面には行かな

いで土肥の方に行っちゃうのかな、要するに周遊してしまうのかなというイメージなんです

ね。ぼくは。 



  だから、道の駅をあまり充実してもそんなにはお客さんは期待できないのかなというのが、

ぼくの正直な感想なんです。この点に対して観光を扱っている方にも２～３意見を伺ったんで

すけれども、やっぱりトイレ休憩だけではいけないし。よっぽどそこに行くものがないと寄れ

ないよねというのが大方の意見でした。 

  そうなると、やっぱり道の駅ができて、人を呼べるものがあるとすれば、やっぱり依田邸が

いかに人を呼べる施設になるかなということだと思うわけですね。 

  道の駅だけの機能だけではおそらくなかなか人が寄ってこないのが現状かなと・・、そこに

設備投資して、地域の農産物を集めて地域の方に利用してもらうだけでは費用対効果はおそら

く得られないのかなというのが、ぼくの感想です。 

  そういう意味では、道の駅パーク構想はあまり・・、道の駅に対してはあまり経費をかけな

いで、むしろ旧依田邸にそのお金をもっていく方がぼくは賢明かなという考え方を持っている

わけですけれども、その辺はどうですかね。 

  町長、簡単に・・、この辺は簡単で結構です。これはまだこれからの話ですので。 

○町長（長嶋精一君） 私は、道の駅パーク構想の中で、道の駅を充実させたいという第一の目

的は、観光客さんに来てもらいたいということではなくて、地元の住民の皆さん方がそこに買

物に来ていただきたい。地元の食材を買物に来ていただきたい。その食材は非常に安く、いい

ものを安く出す人は売っていただくということで、松崎町の全体の所得というのは非常に低い

ものですから、物価を下げていきたい。要するに、地元の住民がいっぱい買いに来ていただい

て、その光景を見た観光客の皆さん方が「なんだ」「なんだ」と言ってそれに注目しはじめる

と・・観光の第一というのは、どこに行っても観光客目的のところはだいたい失敗しておりま

す。地元の人たちが潤うところがやはり当然的にリピーターも多いし、成功するわけでありま

す。 

  したがって、そういう意味で第一に地元の人に買いに来ていただく、地元の人の農家の人が

いっぱいご自分で作った作物を出してもらうということに私は重点を置いております。 

  いまもう既に企画観光課の職員に対して、松崎町の農家の人・・、誰が何を作っているとい

うことを徹底的に調べあげて、それをただ人から聞いているんじゃなくて、実際訪問をして、

Ａという農家さんなら農家さんに行くと・・、そうすると、Ａさんという人が、実はＢさんは

自然薯を作っているよとか、いろいろ情報が集まるわけです。情報というのは、汗をかいて情

報を得るというのは非常に強い情報になります。そういうものを網羅して、道の駅でそういう

販売所をつくれば、決してそこに、出す商品がなかったというようなことがないわけでありま



す。 

  当然季節によってはない作物もあるでしょう。それについては、市場から買い入れるという

ようなことも当然あるわけでありますが、そういうものについては市場から仕入れるわけです

から、多少高くはなるかもしれません。しかし、四季折々のやはり商品を取り揃えなければな

らないものですから、そういうことは実施していきたいと思います。 

  また、所信表明でもありましたが、帯広だとか、姉妹都市関係のそういう作物というか、名

産品なども取り揃えたような道の駅にしていきたいと思っております。 

○３番（渡辺文彦君） 町長の想いはよくわかるわけですけれども、松崎には既存のＪＡとより

道売店の２か所がありまして、地域の生産者の方がそこに出して、また地域の方で購入してい

るわけであります。またもう１か所増やしても、おそらく需要が増えていないのに供給だけ増

えていくという状況の中で生産者の所得が増えるかどうか、正直言ってかなり疑問符が付くと

ころであります。 

  この辺はまた議論をしなければいけないところですけれども、これじゃあ時間がなくなりま

すので、元に戻りまして、集積の問題にちょっと触れておきたいと思います。 

  この件に関して、ぼくが農業委員長に町の農地の利用計画を出していただきたいということ

を常に、日頃申し上げておりまして、農業委員長はこのたび２月いっぱいくらいでまとめたい

ということで、ある程度原案はできたようなことをおっしゃっていたと思うんですけれども、

その農地の・・、松崎の農地をどういうふうに活用するかというイメージがないと、集積をし

てもだめなんですよ。おそらく。 

  結局集積する効果が生まれてこないと思うわけですよ。ぼくは。だから、先に進めなきゃな

らないのは、町が具体的な・・農地をどういうふうな形で活用していくのか、町の農業はどう

あるべきかという方向性をまず出さなきゃいけないと思うわけですね。 

  あれは、なんとか今回一つの施策のパターン、試験的なパターンになるかとは思うわけです

けれども、そういうところを町内全体に広げていって、ある地域は畑、ある地域は水田という

形で使いわけをして整理をしていかなければ、土地の利用、農業の効率化は図れない。そうい

う前提のもとで農地を集積させていかないと・・、ただ集積しました、この１か所に集めまし

た、でも担い手がいません、そんな増えたところは誰も使いませんでは困るわけですね。 

  その辺の計画を具体的に早急に進めていただきたいわけですけれども、ある程度農業員会の

方からできたと思いますので、その辺の内容があったらお願いいたします。 

○産業建設課長（糸川成人君） 今年度、農業委員会と農地利用最適化推進委員の勉強会という



ことで、１年間をかけて、農地の利用計画ではなくて、農業振興ビジョンということで松崎町

の農業の将来像ということで、どういうところをやっていくかということを中心にしてやって

いくかということを計画いたしました。 

  そうした中で、一般質問の回答の中でお答えしたとおり、農地の集積化等が重点課題という

ことで挙がっているところです。 

  その話の中でも、議員さんがおっしゃるとおり、その土地の利用の使い方の分けをやった方

がいいんじゃないかということは当然出ておりまして、田んぼが広がっているところについて

は区画を大きくして、大規模、効率化を図るというような集積を図る。 

  中山間地域、山の方につきましては、集積というのはなかなか難しいものですから、そうい

うところについては、特産品・・、ぽんかんとか、そういうもの、特産品を多く集積といいま

すか、そういう区域にしたらどうかというような意見が出ております。 

  そういうところの中で、優先順位を付けて、例えば付加価値の高い作物を研究していく、そ

ういうものについては中山間地域・・、ぽんかんとか、そういうものを中山間地域でやってい

くとか、あとは、担い手の育成ということで、農業委員さんが中心となって後継者もしくは移

住者、そういう方について指導をしていくというような形を検討しているところです。 

  一応そうした中で役割分担としまして、県、町とかＪＡあとは猟友会、ジビエの関係なんか

の猟友会等も極力をしながらやっていこうというような農業振興ビジョンを今年度３月の最

後の農業委員会、今年度の最後の農業委員会の中で一応確定をしていきたいなというところで

進めています。 

○３番（渡辺文彦君） この計画をしっかりやっていただかないと・・、つい先ごろ・・、青年

就農給付金、国から150万円をいただいて農業ができる制度があると思うんですけれど、それ

を活用した若い方がやっぱりここでは農業ができないということで撤退されていますよね。そ

ういうのが今の町の農業の現状だと思うんですね。 

  若い方を・・、交流人口なり・・、地方から・・、よそから人を招き入れたいといっていて

も、町が受入態勢ができていない現状があると思うわけです。いくら若い方たちが入ってきて

も、ここで農業なりで生計が立てられなければやっぱり出て行ってしまうわけですよね。 

  その辺に対して、それは個人の努力でやれといっても限界があると思います。その辺でやっ

ぱり町がやっぱりできることがもっとあるのではないか。もっと町が機能すべきだとぼくは思

っているわけです。そういう意味で・・、宮崎県の綾町というところがこのあいだ新聞に紹介

されていましたけれども、ここは農協と行政が共同出資して農業法人を立ち上げたそうです。



その方たちが自分たちの農業をやりながら、地域の農業の方々を支援していくんです。生産か

ら販売から・・、人が足りなければ、その方たちが支援に行くし、販売ルートがなければ、そ

の販売ルートを開拓していくみたいな・・、行政と地域の生産者が一体となって活動してすご

い成果を上げているという記事が出ていました。 

  やっぱりこういう取り組みが、私は松崎にも必要なのかなと思います。そういう生産体制を

なるたけ早く農業委員会を中心に作り上げていただけたらいいかなと思います。 

  次に、桜葉の生産に対してなんですけれども、桜葉に関しては、町長もおっしゃるとおり需

要があるのにも関わらず供給が足らないというのがネックになっているということで、生産体

制の強化ということが言われるんだと思うわけですけれども、現状は生産者そのものが減って

いる、高齢化、減少しているということとやっぱりその前の産業建設課長であった今の総務課

長が、まるけの問題を盛んに・・、しきりに言われていたと思うんですけれども。桜葉生産を

拡大するには、ここの過程がやっぱり一番ネックになっているんですね。おそらく。この過程

をどうするかということを真剣に取り組まなければいけないのかなと思います。 

  ぼくは、ここに関しては、桜葉のまるけの機械を町が補助金を出してでも購入すべきだとぼ

くは考えています。本当に桜葉の拡大をしたければ。地域の方々に、例えばお年寄りの方にま

るけの作業を委託してやってもらうというだけでは生産量は伸びていかないと思います。 

  生産量を伸ばすのは、農地さえあればある程度拡大できるわけですけれども、それを・・、

葉っぱを取って来てまるける人がいなければ、そこで歯止めがかかっちゃうわけですよね。だ

から、伸ばすきっかけ増やすには、やっぱりそのまるけを・・、一番ネックになっているとこ

ろを解消することが基本的な対応になるのかとぼくは思います。 

  この機械はほかに需要がないから高価になるかとは思うわけですけれども、その辺はやっぱ

り検討しながら進めていかないと、いくら生産体制を強化すると言いっても、これはいつかま

た限界にくるとぼくは思っています。その限界というのは、生産者がいないということによる

限界がまずそこにみえているわけですね。新たに入って来る人がいないというところにもネッ

クがあるわけです。 

  だから、生産体制を強化したいといっても、その生産体制を強化できないわけです。そうい

う意味では、ある意味では、法人化ということも町も検討されているみたいですけれども、そ

の営農集団みたいな組織を立ち上げることによって、大きな力をもって・・、一個人じゃなく

て、集団で営農するというのは・・、形態を模索することも大切かとは思います。 

  でも、やっぱり一番ネックになっているまるけの過程、その辺をどうするか・・。それが、



桜葉の需要に関して・・、正規のきれいなものばかりじゃなくて、粉末にするものの需要も伸

びているもので、その辺の使い分けをしながら、どういう体制で生産量を確保できるか、その

辺をやっぱり検討される必要があるのかなと・・、その辺は生産者とかまるけの方の関わる範

囲で、行政の立ち入る範囲ではないかもしれないんですけれども、その辺もやっぱり考えた中

での対応をしていかないと、ただ桜葉生産を伸ばしたいといってもやっぱりネックかなと思い

ます。 

  ついでですけれども、いまある地域コミュニティを考える仲間のグループがありまして、そ

の方たちが桜葉生産をもっと自分らも支援したいということで、桜葉料理を考えて、もっとみ

んなで広めたらどうかという研究会をやっています。 

  そこでやっぱり出てくるのは、いくらその生産品を増やしていっても供給をするところ自身

が止まっていたら、やっぱり話にならないという意見が出るわけですよ。そういう意味では、

ここを一番強化していくという体制が必要なのかなと思います。 

  今後、またお金のかかることで、すぐには回答ができないでしょうけれども、その辺は検討

されたらいかがかと思います。どうでしょう。 

○町長（長嶋精一君） 渡辺議員のそのご意見というのはもっともだと思います。それで、まる

け作業に対する機械というのは、機械を作ったらどうかということですけれども、それもぼく

のいう生産体制の中に入っております。 

  そして、議員の時に、今の総務課長が建設課長の時に、そのまるけ作業についてのネックに

ついて研究しました。浜松からメーカーさんを呼んで、検討したこともございます。ただし、

私も議員でいろいろほかにもやることがあって、それで中断してしまったんですけれども、そ

ういう点においては継続して、そういうメーカーさんとのつながりもありますから、研究をし

てまいりたいと思います。 

  それで、私は、これから松崎町のやることは、オンリーワンというものを目指さなければい

けないと思っています。ほかでいっぱい作っているところをいくら松崎町ががんばったって勝

てるわけがないんですね。そういう点が私の考えに立脚しております。 

  桜葉は、わが町が７割、西伊豆町、南伊豆町で合わせるとこの伊豆の南部で100パーセント

を生産しているわけですよ。よそでは作っていない。これにもっと弾みをつけて、生産体制を

強力にして、中国に負けないような生産量にしていきたいと思っております。 

  話はそれますけれども、オンリーワンでいいますと、なまこ壁もそうであります。これは私

が作ったわけじゃありません。すばらしい先人方が作られて残してあるわけですね。なまこ壁



があるのは松崎町、隣の下田それから倉敷等そう多くはないわけですね。 

  これをいかに広めて、お客さんに来ていただく、これが大きな仕事になるわけであります。 

○議長（土屋清武君） 町長、時間があまりないですから簡略的にお願いします。 

○町長（長嶋精一君） それで、なまこ壁をバックに女性が着物を着て、かすりでもなんでも着

物を着てあるく姿は美しいんですね。 

  私は、10代、20代、30代、40代、50代、60代、70代までの女性にコンテスト等をやって、松

崎町を広めたいなと思っております。素晴らしいものをいかに我われの時代でそれを顕在化し

ていくか、これが大事なことではないかと思います。 

  渡辺議員が話されましたその機械についても、私は生産体制の一環として検討してまいりた

いと思います。 

  そして、オンリーワンというものについてこだわっていきたいと考えています。以上です。 

○３番（渡辺文彦君） ５分延長をお願いいたします。 

○議長（土屋清武君） ５分延長を許可します。 

○３番（渡辺文彦君） 一応いま町長がおっしゃったように、ぼくは、町長が言われるオンリー

ワンを目指すというのは、やっぱり町が生きていくためには、最も目標に掲げなければならな

い政策だと思います。 

  いろんなことをやっぱり掲げても仕方がないわけで、町が一番強みを発揮できるところに力

を、重点を置くということは大切なことだと私も思います。 

  ただ、問題は・・、問題はというか、これは同じことの繰り返しになってしまいますけれど

も、この魅力の発信の仕方が、おそらくこれは今までずっと歴代の町長はされてきたことなん

ですよ。きっと。でもそれが結果として成果が生まれてこないとすれば、どこかでやっぱり何

か問題があったのかなと思うので、その辺をもう一回精査して、本当に実効性のある目に見え

る形の成果を上げていただきたいと思います。 

  私の質問はちょっと支離滅裂になってしまいましたけれども、一応総合計画をとおしなが

ら、町のビジョンを語りたいということであったわけですけれども、ちょっと中途半端な質問

になって、まとまりがなくなってしまったんですけれども、ただ、基本的にはこの地域で生き

ている、いま生きている方たちの生活がやっぱり安定するような方策をするべきだというの

が、ぼくの基本的な考え方です。 

  よそから人を求めて、ここに定住してもらうことではなくて、この地域の中にいる方々がい

かにして今の生活をより拡大できるか、その辺に対して力点を置いた施策を打っていただきた



いというのが私の考えであります。 

  これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（土屋清武君） 以上で渡辺文彦君の一般質問は終わります。 

 午後１時まで休憩いたします。 

                               （午前１１時５４分） 

 ───────────────────────────────────────────────────────── 

 


